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本記事は , 文部科学省「マテリアル先端リサーチインフラ」 技術スタッフ表彰について紹介するものです .

文部科学省　マテリアル先端リサーチインフラ　令和 4年度技術スタッフ表彰　技術支援貢献賞

NMR を中心とした材料構造評価支援
受賞者　奈良先端科学技術大学院大学　淺野間 文夫氏に聞く

　文部科学省は，ナノテクノロジー・材料分野で
令和 3 年（2021 年）度に統合イノベーション戦略
推進会議で決定された「マテリアル革新力強化戦
略」に基づき高品質なマテリアルデータを戦略的
に収集・蓄積・利活用できる仕組みを構築し，我
が国のデータ駆動型研究開発を加速するための「マ
テリアル DX プラットフォーム」の実現に向けて
取り組んでいる [1]．その中で令和 3 年度より，平
成 24 年度〜令和 3 年度に実施した「ナノテクノ
ロジープラットフォーム（NPJ）」事業で構築した，
ナノテクノロジーに関する最先端の研究設備全国
的な共用体制を十分に活かしつつ，我が国のデー
タ駆動型の研究開発をさらに加速するため，「マテ
リアル先端リサーチインフラ（ARIM）」事業を開
始した [2]．ARIM では，NPJ から続く機関を含め，
全国 25 法人の大学・研究機関の最先端装置の利用
機会と高度な技術支援の提供に加え，創出される
マテリアルデータを，物質・材料研究機構（NIMS）
に設置するデータ中核拠点に収集・蓄積する仕組
みを構築する．最先端装置の活用には，技術スタッ
フの高度な技術支援が不可欠であり，NPJ では技
術スタッフの貢献に報い，その育成を図ろうと，

NMR 装置の前で賞状を持つ淺野間氏

2014 年度より技術スタッフ表彰を始めた．技術スタッフ表彰は ARIM に引き継がれて令和 4 年（2022 年）度は，
技術支援貢献賞が奈良科学技術大学院大学（NAIST）淺野間 文夫氏に贈られた [3]．題目は，「NMR を中心とした
材料構造評価支援」で [4]，表彰式は 2023 年 2 月 1 日に第 22 回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議（nano 
tech 2023，東京ビッグサイトで開催）の中で行われた．司会者は，「4 機種の NMR，ESR を駆使して，合成物質
の同定を行なった．光電子分光などにも対応している．材料構造評価は 100 件近く，NMR では約 300 試料の測
定支援を行った．」と紹介した（NMR；核磁気共鳴，ESR；電子スピン共鳴）．後日，支援や貢献の詳細を，受賞者
の NAIST マテリアルファシリティー共用部門 技術専門職員 淺野間 文夫（あさのま ふみお）氏にリモートで伺った．

１． 奈 良 科 学 技 術 大 学 院 大 学（NAIST） 
先端マテリアルリサーチインフラ（ARIM）
での技術支援

１．１　NAIST ARIM の概要

　ARIM は，7 つの重要技術領域（略称で，1. 高度なデバ

イス機能マテリアル，2. エネルギー変換マテリアル，3. 
量子・電子マテリアル，4. マテリアルの高度循環技術，5. 
バイオマテリアル，6. ナノスケールマテリアル，7. マル
チマテリアル化技術・高分子マテリアル）のそれぞれに
強みを持つ先端装置群を提供するハブ機関と，特徴的な
装置・技術を持つスポーク機関からなるハブ＆スポーク
体制で，利用者の研究開発を支援する．NAIST ARIM は
ARIM 推進体制において，大阪大学，山形大学とともに，
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図 1　NAIST 組織図（抜粋）

京都大学をハブとする「マルチマテリアル化技術・高分
子マテリアル」技術領域のスポークスと位置付けられて
いる．
　NAIST は，平成 3 年に大学院大学として創設され，情
報科学研究科，バイオサイエンス研究科，物質創成科学
研究科が順次設置されたが，3 研究科は平成 30 年に，単
一の先端科学技術研究科先端科学技術専攻に統合された．
以前の各研究科は統合された研究科の中の領域となった．
統合の目的は融合領域への取り組みにあり，大学の目的・
理念の中で研究について，「情報・バイオ・物質創成の学
問領域に加え，融合領域への積極的な取り組みにより，
新たな学問領域の開拓を図り，最先端の問題の探求とそ
の解明を目指す．」と記している．一方，統合前から新素
材の合成，新物質・新材料の機能解析と評価に関する教
育研究と実験・実習を行う学内共同教育研究施設として

表 1　NPJ における NAIST の技術スタッフ受賞

物質科学教育研究センターが設けられた．同センターが
保有する先端的共通機器は学内利用に加えて外部共用を
推進し，NPJ に参画した．センターでは研究協力課に所
属する技術職員が機器の保守，運用にあたっていた．令
和 5 年 1 月に，物質創成，バイオ，情報の 3 領域の技術
職員は新たに設けられた技術室にまとめられ，各技術職
員は図 1に示す現行の 4 つのセンターに兼務として派遣
され，そのセンターに凝集した形で，分析機器の管理，
安全関係の仕事をすることになった [5]．受賞者の淺野間
氏は，マテリアル研究プラットフォームセンター（MPC）
に派遣されている．
　この学内組織の下に NAIST は，NPJ において 10 年間
培ってきた学外研究の支援に関する経験，体制を活かし
て ARIM に参画することとなった [6]．NPJ における支援
では，4 件の技術スタッフ表彰を受賞している（表 1）[2]．
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１．２　NAIST ARIM 共用装置

　NAIST ARIM は，マテリアル研究プラットフォームセン
ター管理下にある 33 機種の科学機器を共用に供する（表
2）[7]．

１．３　NAIST ARIM の共用装置利用支援

　NAIST ARIM 共用装置の利用方法 [8] は，表 3の 5 つの
形態に分類されている．概ね，NPJ における支援形態を
踏襲しているが，技術補助の項目を設け，その内容を分
類して明確化した．また，以前は「協力研究」としてい
たものを「共同研究」に改め，成果や知財の扱いに言及

表 2　NAIST ARIM の共用装置

表 3　NAIST ARIM の支援形態

している．
　成果の利用・公開に関しては，利用成果のデータ登録
を原則とし，データを登録しない場合は利用料金が上が
る．また，ARIM の枠外では成果非公開の利用にも対応す
る．

１．４　受賞者の担当装置

　共用装置には，装置ごとに 1 〜 2 名の技術スタッフが
置かれる．技術専門職員 8 名，技術職員 1 名，技術補佐
員 4 名，計 13 名で担当するので，平均 3 装置以上を担
当しなければならない．
　受賞者の淺野間氏は，表 4の 8 つの装置を担当する．
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表 4　受賞者の主な担当支援設備

ただし，表 4の中で，多機能走査型 X 線光電子分光分
析装置（XPS）および高速 AFM は副担当である．NMR，
ESR の磁気共鳴装置 4 台は淺野間氏独りの担当である．

２．核磁気共鳴（NMR）測定で化合物を同定・
構造解析 [9][10][11][12][13]

　淺野間氏の技術支援の中心となる NMR はどんなものだ
ろうか．

２．１　磁気共鳴吸収

　物質を構成する原子は原子核と電子からなり，電子や
質量数または原子番号のいずれかが奇数の原子核（1H，
13C，14N，15N 等）は磁気モーメントを持っている．磁気モー
メントは外部磁場の中におかれると歳差運動する．磁気
モーメントを有する原子を含む試料に歳差運動と同じ周
波数の電磁波を照射すると試料が電磁波を吸収する（図
2）．電子の磁気モーメントによる電磁波の共鳴吸収を電
子スピン共鳴（ESR），原子核の磁気モーメントによる電
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図 2　核スピンの歳差運動 [10]

図 3　NMR 装置の構成 [13]

磁波の共鳴吸収を核磁気共鳴（NMR）と呼ぶ．共鳴吸収
の周波数，共鳴吸収の線幅，共鳴吸収の緩和時間などを
測定し，これらが着目する磁気モーメントの置かれた環
境に依存することを利用して，化合物の同定や構造解析
を行う．

２．２　核磁気共鳴装置

　NMR 装置は，磁石，分光計，制御用コンピュータで構
成される（図 3）．分光計は，NMR 観測用電磁波（ラジオ波）
を送信し，NMR 信号を受信する．磁石は，その中に試料
を入れ，内部に設置したプローブ（検出器）でラジオ波
を照射・検出する．
　共鳴周波数νは核磁気回転比γと外部磁場強度B0 によっ
て決まる．

ν=γB0 ／ 2π

核磁気回転比 γ は核種ごとに決まっており，最も頻繁に
測定される水素核（1H）の場合，

γ（1H）=26.752 × 107 radT − 1s − 1

表 5　11.74T における共鳴周波数

である．一般的に NMR 装置の磁石の強さは水素核の共
鳴周波数で表すことが多く，2.35T（テスラ）の磁石を持
つ装置は，この磁場での NMR 周波数をとって，100MHz
の装置と呼ばれる．NMR 装置は高磁場の装置ほど，ピー
クの分離能や感度が向上するため，より複雑な化合物の
解析ほど高磁場の装置の使用が望まれる．このため，超
伝導磁石が多用されるようになり，2 段（液体ヘリウム・
液体窒素）の冷却系が必要なため装置は巨大になった．
500MHz NMR 装置には 11.74T の超伝導磁石が搭載され
ている．共鳴周波数は核種によって異なり，11.74T にお
ける共鳴周波数を表 5に示した．
　初代の NMR では，NMR スペクトルを得るには，サン
プルを磁場中に入れラジオ波の周波数を掃引しながら逐
次共鳴を観測したが（Continuous Wave：CW NMR），掃
引に時間がかかった．その後，パルス状のラジオ波を照
射して広い周波数帯域を一度に励起し，検出された時系
列の NMR 信号をフーリエ変換して NMR スペクトルを取
得する方法が生まれた．パルスフーリエ変換（FT）NMR は，
CW-NMR に比べ信号対雑音比が大幅に上昇するのに加え，
パルスシーケンスによるスピンの操作を可能にした．周
波数，強度，位相，タイミングなどを適切に組み合わせ
ることで，単純な共鳴線の観測だけでは不可能であった
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情報の抽出が可能となっている．

２．３　核磁気共鳴測定の基本

　核スピンを持つ原子核は限られているので，物質の
NMR 測定は核スピンを持った核種を決めての測定にな
る．図 4は NMR スペクトル測定例で，酢酸エチルの 1H
の NMR スペクトルである．横軸の共鳴周波数は化学シフ
トで表している．物質中の核スピンは周辺の環境に応じ
て原子核が感じる磁場が異なるため，単独で存在する時
とは異なる共鳴周波数を示す．この現象を化学シフトと
呼び，基準物質との共鳴周波数の差を基準物質の共鳴周
波数で割った値を NMR スペクトルの横軸にとる．化学シ
フトは，共鳴周波数に比べ著しく小さいので単位は ppm

（10 − 6）とする．H は直鎖の 3 箇所にあり，周囲の影響
が異なるので 3 本のピークが見られる．関与する H の数
によって吸収ピークの積分強度は異なる．このため積分
強度は定量分析に用いられる．ピークはまた，隣接核の
影響により分裂している．分裂の数は影響する隣接核の
数の推定に用いられる．このような性質をもった化学シ
フト値から化合物に含まれる官能基の種類が分かり，化
学構造が解析できる（図 4）．

２．４　核磁気共鳴測定の諸手法

２．４．１　溶液 NMR と固体 NMR

　酢酸エチルなどの有機化合物試料は溶媒に溶かし，溶
液を試料管に入れて磁石に挿入する．このようにして
NMR 測定を行うのが溶液 NMR である．溶媒には 1H を
2H に置換した重水素化溶媒が多く用いられ，重水素核を
観測（ロック）しながら磁場の補正（シム調整）を行う．
試料の性質や測定条件に適した溶媒を選ぶ必要がある．
　一方，溶解しない材料や，溶解により構造変化する材

図 4　NMR スペクトル例（1H 酢酸エチル）[13]

料は固体状態のまま測定し，この測定法を固体 NMR と呼
ぶ．固体試料では，溶液であれば分子運動によって平均
化されるため顕在化しなかった，異方性相互作用が現れ，
スペクトルが広幅化して解析が困難となる．このため異
方性相互作用を低減するよう，専用の試料管に入れて高
速回転しながら測定する．また，固体 NMR では 13C を用
いた測定が多いが，13C の緩和時間が長いため S/N が下が
る．これを避けるため，緩和時間の短い 1H に磁化を移す
交差分極という手法を用いる．試料が固体であれば，固
体独特の測定法を用いる必要がある．
　溶液 NMR でも分解能を高め，取得情報を拡大しようと，
さまざまな測定法が案出された．

２．４．２　二次元法

　一つは，NMR により分子内の原子の相関を検出する二
次元法である．これは FT-NMR の普及により複数のラジ
オ波パルスを組み合わせた NMR 測定が可能になったこと
によって生まれた．1 つのパルスを試料に照射して励起（ま
たは緩和）している間に別のパルスを照射し，2 つの観測
軸にスペクトルを表示する．パルス照射時間やタイミン
グなどを様々に変えることにより，多様な情報が得られ
る．その一つが COSY（COrrelation SpectroscopY）測定
で（図 5），互いにスピン結合している 2 つの 1H（a と b，
b と c）の交差位置に相関ピークが検出される．互いにス
ピン結合している同核種の間の相関信号を検出できるの
で，隣り合う炭素に結合した 1H の組み合わせを明らかに
することができる．従って，図 4のような一次元スペク
トルのみでは構造解析が困難でも，COSY を用いることで
明確に構造を決められる．二次元法は複数の核種につい
て NMR 測定を行う異種核測定にも展開される．この場合，
例えば 1H と 13C のスペクトルをそれぞれ横軸，縦軸に配
置する．
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図 6　拡散係数パルスシーケンスと計算式

２．４．３　自己拡散係数測定 [14]

　溶液中の分子の並進運動は，化学反応などの動的な現
象において重要な役割を果たしており，様々な研究分野
において研究対象となっている．そのため非破壊である
NMR による自己拡散係数測定は，溶液試料中の分子の並
進運動を観測する上で非常に重要な手法となっている．
　拡散前に位置ごとに異なる磁場勾配をかけて核スピン
に位置情報を刷り込み，拡散前後の核スピン情報を解析
して，拡散係数を求める．パルス磁場勾配（FG），ラジオ
波パルス（1H obs）のパルスシーケンスで NMR 測定を行

図 5　COSY スペクトル [13]

図 7　DOSY スペクトル

い，拡散係数は FG の条件（g，δ，Δ）を変えて測定した
シグナル強度の変化から求められる（図 6）．
　多成分の試料の NMR 測定で，NMR スペクトルを成分
ごとに分離できない場合，各成分の自己拡散係数を測定
すれば，自己拡散係数の違いによって異なる信号強度の
減衰を，逆ラプラス変換により自己拡散係数軸に変換し，
図 7に示すように各成分の信号を縦軸の自己拡散係数軸
上で分離することができる（DOSY：Diffusion Ordered 
SpectroscopY）．上段の全体スペクトルが，縦軸の拡散係
数の異なる成分ごとのスペクトルに分解されている．
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３．受賞者淺野間氏の技術スタッフ活動

３．１　幅広い共用装置担当

　受賞者は，NAIST ARIM において，表 4の共用装置を
担当する．技術スタッフとして，装置の保守・管理・運用，
利用者への講習・操作指導・解析支援などを行っている．
担当する装置は，測定原理の異なる 4 つの装置群にまた
がり，支援には幅広い技術の修得が求められる．NMR は
NAIST に技術職員として採用されて以来の担当で，担当
期間は 20 年間を越えた．採用までは NMR の経験がなかっ
たため，学内の先生に教えてもらいながら学外の研修会
に参加するなどをし，自学自習を含めて技術を修得した
という．
　一方，スタッフの異動，新しい装置の導入などで，未
担当の装置を担当することになり，短期間に技術を習得
して支援の準備を行うこともある．2022 年 3 月末に X
線光電子分光装置の担当者の異動が知らされ，引き継ぎ
講習には約 6 日間しか無かったが，マニュアルの修正な
ども行なって，従来同様の共用を可能にした．その後，9
月に新規採用があり，引継ぎ等を行った後，淺野間氏は
副担当となった．
　また，2023 年 2 月に ARIM 予算により高速 AFM が導
入されることになり，設置場所の検討，運用のルール作
りを行い，技術の習得を進めた．操作が難しく，特に液
中での試料固定，カンチレバーの選定に幅広い知識と経
験が必要になる．メーカーの講習を受けて，早期の利用
開始に努めている．また，2023 年７月に新規採用者に主
担当を譲り，副担当となった．
　ESR は，これまで主に Mn マーカーを用いた相対スピ
ン定量を学外のユーザーに対して提供してきた．しかし
装置の老朽化により導入当時より感度が低下しており，
早期の更新が望まれるという．

３．２　NMR の技術支援

　NMR 利用の支援は，講習に始まる．NAIST は大学院大
学のため，他大学の学部で利用経験のある学生もいるが，
装置や使い方が違うので改めて講習を受けてもらう．初
心者には 1H，13C の測定講習を行ない，多核測定（19F，
31P，29Si 等），二次元測定（COSY など），自己拡散測定

（DOSY）などの応用測定の講習も受講者のレベルに合わ
せて行っている．
　NMR 測定では様々な注意が必要になる．例えば，不純
物が多いと共鳴ピークが多くなり，捉えたいピークが見
えなくなるので，試料を精製しておく必要がある．感度
が上がるように溶液濃度を高め，重なったピークを分離
するように高磁場 NMR 装置を使う．NMR の利用は，機
器利用が多いが，初回は 1 時間半くらいの講習をしなが

ら一緒に測定する．2 回目からは依頼者だけでやれそうで
あれば独りで測定してもらうが，できるだけ同じ部屋に
いて問題があった時に助けられる様にしている．測定状
況を見て，分解能を上げるなど測定条件を変えて繰り返
し測定することも必要になる．一昨年までは試料の交換
を一つ一つ，手動で行っていたが，オートサンプラーが
導入されたことに伴い，試料をセットして測定を開始す
れば，装置を離れて他の実験をすることができるように
なり，支援をしやすくなった．
　拡散係数測定は対流を避けるよう溶媒に応じて磁化率
補正型試料管を用い，液面の高さを調整する．磁場勾配
パルスにより，サンプル及びプローブ周り等に渦電流が
生じ，位相や分解能が乱れてピーク強度が減少するので，
強度の等しい正負の磁場勾配パルスを発生させて渦電流
を相殺させる．
　ゴム，フィルムなどの固体試料はできるだけ細かい粉
末にする．高分子は粘りがあり，フィルム状だと乳鉢で
は粉砕できない．粉砕機中に試料を入れ，それを液体窒
素中に浸漬し，振盪により凍結粉砕を行う．
　最近は，液体ヘリウムの供給不足に悩まされている．
ヘリウムは天然ガスの副産物として生産され，日本は全
量をアメリカ，カタール等からの輸入に頼っている．こ
れが中国・アジアにおける消費量の急増，生産拠点の定
修，海上輸送の混乱などにより，ここ数年で価格が 1L あ
たり 3 千円程度から 6 〜 8 千円に上がるとともに，供給
不足となっている．高分解能の NMR 装置は超伝導磁石
を搭載し，年に 3 〜 4 回，液体ヘリウムの充填を行う．
NAIST にはヘリウムガスの再液化装置がなく，液体ヘリ
ウムの入手がままならない．液体ヘリウム不足で運用を
停止する研究機関もあるが，NAIST では供給元との密な
連携により辛うじて運用が可能となっている．近く NMR
メーカーよりヘリウム蒸発抑制装置がリリースされるの
で，各装置に設置して充填回数を数年に１回に減らせる
よう装置導入を検討している．

３．３　技術支援の実績

　学内外，利用形態（機器利用＋技術代行）問わず，
NMR 装置 3 台全ての利用予約件数と利用時間を図 8に示
した．2019 年に予約件数は 9,928 件と年間 10,000 件に
近かった．2019 〜 2022 年の 4 年間は年平均で予約件
数 8,500 件，利用時間 7,361 時間であった．1 件あたり
平均 1 時間弱の利用となるが，NMR 測定は 10 分で済む
ものから一昼夜かかるものまで様々である．利用時間は 3
台，月 20 日平均とすると，1 日 10 時間以上利用という
多さである．この 4 年間の技術代行による機器の利用時
間は 9,257 時間，年平均 2,314 時間で，技術代行が利用
時間の 1/3 を占める．
　NPJ 発足の 2012 年以降，受賞者の担当する装置の学
外依頼成果公開利用件数を図 9に示した [4]．2022 年の
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利用件数は 14 件で，この年の NAIST ARIM 利用件数 40
件の 1/3 を超える（副担当装置も含む）．
　企業からの依頼が成果非公開の場合，受託試験として
引き受ける．受賞者の担当装置において受託した試験試
料数を図 10に示した．依頼企業，利用装置，試料数は年
によって異なり，2021 年には NMR（400MHz）24 試料，
大気中光電子分光装置 AC-3　35 試料の受託試験が行われ
た．
　このような支援の結果，多数の研究成果が得られ，本

図 11　BODIPY–porphyrin 二分子発光化合物の構造解析
左：NMR 拡散係数測定例，右：B–F‥Zn 配位結合による二分子集合

受賞者を共著者とする論文 8 報，本受賞者の支援による
論文 22 報が公開された．

４．共用装置利用支援によって得られた 
研究成果例

４．１　二分子発光化合物の構造解析 [15]

　光機能化合物の精巧な幾何学的配置は，光合成にお
けるエネルギー変換効率を高める．京都工業繊維大
学の研究グループは，高い蛍光発光効率を示す Boron 
dipyrromethene (BODIPY) にエネルギー取り込みに優れ
る zinc porphyrins を重ね合わせた二分子化合物発光材料
を合成した．温度を変えて NMR 測定を行なって B–F‥Zn
配位結合による幾何学的相補性で二分子が集合している
ことを明らかにした（図 11右）．NMR 構造解析の過程で，
16 本出るべきピークが 2 本しか観測されないこともあり，
自己拡散係数測定による分離を用いた（図 11左）．発表
論文の謝辞に NPJ における NMR 拡散係数測定の支援が
特記されている．

図 8　NMR 利用実績

図 9　担当装置利用件数

図 10　成果非公開受託試験試料数
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５．おわりに

　技術スタッフ表彰にまつわるお話を伺って，まず驚い
たのは仕事の幅広さと仕事量の多さだった．まず，20 年
来担当してきた NMR に ESR を加え，NAIST ARIM 共用

４．２　高感度フォトクロミズム テトラチエニルコラ
ヌレン化合物の合成 [16]

　テトラチエニルコラルヌレン化合物を合成すると，光
吸収が大きく変換量子効率が 1 に近いため，高感度フォ
トクロミズムを示す．テトラチエニルコラヌレン化合物
が高い感度を持つ理由を，1H と 13C を組み合わせた NMR
と質量分析による分子構造解析から探った．この結果を
用いて，二つのフォトクロミックターアリーレンの間に
ある，湾曲した芳香族コラヌレンがアンテナとなり，二
つのターアリーレン間のエネルギー移動が反応活性配座
異性体への偏りにより増幅され，湾曲によって活性 C–C
間距離が近づいたことによるとされた（図 12）．

４．３　光でブレーキのかかる分子ローター [17]

　細胞内では化学ポテンシャルを利用して機械的な動き
や物質輸送が行われる．生物のもつ精緻なエネルギー・
運動変換を人工分子で再現する分子モーターや分子マシ
ンの研究が進められている．本研究ではフォトクロミッ
ク分子ユニットを導入した分子ローターを合成し，紫外
光による光異性体化反応を利用することで分子の回転運
動の ON/OFF を実現している．光異性体化後の温度可変 
1H NMR を計測し分子回転の ON/OFF スイッチを解明し
た．さらに低温における回転の減速や光ブレーキ作用の
増強などを見出し，光制御できる分子ローターの動作を
明らかにした（図 13）．

図 12　テトラチエニルコラヌレン化合物フォトクロミズム 左 : 高感度メカニズム，右 :NMR 測定例 [16]

図 13　分子ローターの光ブレーキ [17]

の磁気共鳴装置 4 台のすべてを独りで担当する．さら
に，大気中で仕事関数・イオン化ポテンシャルの測定が
可能な光電子収量装置，古典的な装置でありながら有機
化合物の純度・収率を語る上で欠かせない元素分析装置，
ナノスケールのカンチレバーの動きで表面分析を行うプ
ローブ顕微鏡の保守運用を行い，利用支援を担当する．
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支援スタッフの異動などで，短期間で担当を引き継がね
ばならないこともある．NMR の利用件数は年間 1 万件に
迫り，利用時間は平均，1 日 10 時間を超える．本文中に
十分書き切れていないが，近年の液体ヘリウム不足への
対応という表に現れにくい苦労もあった．NMR には，様々
な測定手法があり，適切な手法を用いて物質の構造や特
性を明らかにする支援を行ってきた．
　淺野間氏は，担当装置が多いのもあり，「浅く，広く」
になりがちだったという．このため共著論文は多くない
と本人もいう．今後は「深く，広く」，深部まで機器利用
に関わって自身の経験値をもっと向上させることを望む
という．その一方，共用設備の老朽化に伴ってサポート
の停止・修理不能の事態に陥る可能性を危惧している．
　技術スタッフの更なる技術力向上，支援の環境整備が，
日本の研究力向上に貢献し続けることを期待する．
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